
お
湯
の
魅
力
で
お
客
さ
ま
満
足
度
も
ア
ッ
プ

眼
前
に
富
士
山
の
絶
景

こ
の
特
集
は
本
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
観
光
経
済
ド
ッ
ト
コ
ム
」で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

　
　

全
国
の「
風
呂
じ
ま
ん
の
宿
」
軒
を
紹
介
　

　

歴
史
あ
る
天
然
自
噴
温
泉

四
季
に
癒
さ
れ
る
露
天
湯

二
つ
の
源
泉
を
掛
け
流
し

全
て
が
貸
し
切
り
風
呂

渓
流
眼
下
に
美
肌
の
湯

「
天
下
の
三
名
泉
」楽
し
む

「
湯
と
夕
日
の
桃
源
郷
」

大
浴
場
露
天
風
呂
「
月
」

　
富
士
河
口
湖
に
面
し
て
建

つ
風
の
テ
ラ
ス
Ｋ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｎ

Ａ
（
宮
下
明
壽
社
長
）
。
雄

大
な
富
士
山
や
美
し
い
湖
が

セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
だ
が
、

こ
の
絶
景
を
さ
ら
に
生
か
す

の
が
自
慢
の
温
泉
施
設
だ
。

　
天
空
に
浮
か
ぶ
露
天
風
呂

「
月
」
と
「
星
」
の
大
浴
場

と
貸
し
切
り
風
呂
の
「
Ｌ
ａ

ｎ
ｉ
　
Ｌ
ａ
ｎ

ａ
ｉ
」
の
三
つ

で
構
成
。
メ
ー

ン
と
な
る「
月
」

と
「
星
」
は
最

上
階
（
９
階
）

に
あ
り
、
「
さ

え
ぎ
る
も
の
が

何
も
な
く
、
眼

前
に
広
が
る
富

士
山
と
湖
は
絶

景
で
す
。
ゆ
っ

く
り
と
浸
か
っ

て
大
自
然
の
開

放
感
を
堪
能
し

て
ほ
し
い
」
と
小
嶋
孝
治
副

支
配
人
。

　
「
月
」
に
は
半
身
浴
と
ド

ラ
イ
サ
ウ
ナ
、
「
星
」
で
は

立
湯
と
ス
チ
ー
ム
サ
ウ
ナ
が

楽
し
め
る
。
泉
質
は
塩
化
物

泉
で
、
神
経
痛
や
筋
肉
痛
、

五
十
肩
な
ど
に
効
能
が
あ

る
。
ま
た
、
９
階
に
は
湯
上

が
り
処
「
風
の
テ
ラ
ス
」
が

あ
り
、
冷
た
い
飲
み
物
（
富

士
の
銘
水
）
の
サ
ー
ビ
ス
も

う
れ
し
い
。

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
の
貸

し
切
り
風
呂
は
有
料
（

分

３
１
５
０
円
）
で
、
身
体
の

不
自
由
な
人
を
優
先
的
に
受

け
入
れ
て
い
る
。

　
▽
山
梨
県
南
都
留
郡
富
士

河
口
湖
町
浅
川

。
☎
０
５

５
５
（
８
３
）
３
３
３
３
。

http://kukuna.jp/

滝
見
乃
湯
、
絶
景
の
雪
見
風
呂

　
「
か
や
ぶ
き
の
郷
　
薬
師

温
泉
　
旅
籠
」（
井
上
綱
隆
社

長
）は
、草
津
温
泉
と
四
万
温

泉
の
間
に
位
置
す
る
、
旧
草

津
街
道
沿
い
の
一
軒
宿
。
か

や
ぶ
き
屋
根
の
建
物
、
３
３

８
６
点
の
古
民
具
の
展
示
な

ど
、
ま
る
で
江
戸
時
代
に
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ

う
な
感
覚
を
味
わ
え
る
。

　
湯
は
今
か
ら
２
０
０
余
年

前
、寛
政
５
年
に
旅
の
行
者
、

温
泉
坊
宥
明
が

発
見
し
た
と
い

わ
れ
る
。
温
度


・
８
度
、
中

性
低
張
性
高
温

泉
で
、神
経
痛
、

筋
肉
痛
、
関
節

痛
、
五
十
肩
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
疾
病
に
効
果

が
あ
る
と
い

う
。

　
旅
館
で
は
、

こ
の
歴
史
あ
る

天
然
自
噴
温
泉
を
掛
け
流
し

で
利
用
し
て
い
る
。

　
目
の
前
を
流
れ
る
温
川

（
ぬ
る
か
わ
）
の
滝
を
見
な

が
ら
湯
浴
み
が
で
き
る
絶
景

露
天
風
呂
「
滝
見
乃
湯
」。冬

は
雪
見
、
春
夏
は
新
緑
、
秋

は
紅
葉
と
、
四
季
折
々
に
多

彩
な
表
情
を
見
せ
る
。
夜
は

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
よ
り

幻
想
的
な
雰
囲
気
に
な
る
。

　

時
間
入
浴
で
き
る
内
湯

の
「
薬
師
の
湯
」
、
天
然
の

薬
草
を
利
用
し
た
薬
湯
を
楽

し
め
る
「
郷
の
湯
」
、
ひ
の

き
風
呂
と
ジ
ャ
グ
ジ
ー
を
備

え
た
貸
し
切
り
風
呂
も
体
験

し
た
い
。

　
▽
群
馬
県
吾
妻
郡
東
吾
妻

町
本
宿
３
３
３
０
の

。
☎

０
２
７
９
（
６
９
）
２
４
２

２
。http://www.yakushi-hat

ago.co.jp/

岩
大
露
天
風
呂
　
六
花
仙

　
山
梨
県
の
豊
か
な
自
然
の

恵
み
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
で

提
供
す
る
、
笛
吹
市
石
和
温

泉
郷
の
華
や
ぎ
の
章
慶
山

（
千
須
和
昌
和
社
長
）
。
も

て
な
し
の
心
か
ら
毎
晩
太
鼓

シ
ョ
ー
を
行
う
な
ど
、
宿
泊

客
を
楽
し
ま
せ
る
接
客
に
も

定
評
が
あ
る
。

　
豊
富
な
湯
量

を
誇
る
自
家
源

泉
か
け
流
し
の

温
泉
も
自
慢
の

一
つ
。
無
色
透

明
で
柔
ら
か
な

ア
ル
カ
リ
性
単

純
温
泉
は
神
経

痛
や
筋
肉
痛
な

ど
に
効
果
が
あ

り
、
肌
が
ツ
ル

ツ
ル
に
な
る
美

肌
の
湯
。

　
四
季
の
彩
り

を
感
じ
な
が
ら

湯
浴
み
を
楽
し
め
る
自
噴
温

泉
の
桧
大
露
天
風
呂
は
、
桧

の
香
り
が
心
身
と
も
に
癒
し

て
く
れ
る
。
湯
音
を
楽
し
め

る
岩
大
露
天
風
呂
の
「
六
花

仙
」
や
大
浴
場
の
「
花
桐
」

「
花
野
」、ド
ラ
イ
サ
ウ
ナ
、

ミ
ス
ト
サ
ウ
ナ
と
も
男
女
入

れ
替
え
制
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
宿
泊
客
は
全
て
の
風
呂

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
湯
上
が
り
に
は
漢
方
整
体

理
論
に
基
づ
い
た
施
術
を
行

う
東
洋
式
整
体
や
解
毒
作
用

と
深
い
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

を
堪
能
で
き
る
エ
ス
テ
サ
ロ

ン
が
併
設
さ
れ
て
い
る
の
も

魅
力
。
男
性
に
も
お
す
す
め

し
た
い
。

　
▽
山
梨
県
笛
吹
市
石
和
町

市
部
８
２
２
。
☎
０
５
５

（
２
６
２
）２
１
６
１
。htt

p://www.keizan.com/

情
緒
あ
ふ
れ
る
庭
園
風
の
露
天
風
呂

　
群
馬
県
草
津
温
泉
の
ホ
テ

ル
一
井
（
市
川
捷
次
社
長
）

は
、
温
泉
街
の
シ
ン
ボ
ル

「
湯
畑
」
の
目
の
前
に
位
置

す
る
湯
宿
。
江
戸
時
代
の
創

業
か
ら
３
０
０
余
年
。
「
一

番
井
戸
の
一
井
」
と
し
て
長

く
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き

た
。

　
湯
は
草
津
に
あ
る
六
つ
の

源
泉
の
う
ち
二

つ
を
引
い
て
、

ぜ
い
た
く
に
掛

け
流
し
で
利
用

し
て
い
る
。

　
大
浴
場
「
石

殿
」
に
引
く
の

は
、
湯
畑
の
す

ぐ
隣
に
湧
く

「
湯
畑
前
白
旗

源
泉
」
。
わ
ず

か
に
白
く
濁

り
、
と
ろ
り
と

し
て
ま
ろ
や
か

な
感
触
が
特
徴

だ
。
切
り
傷
、
や
け
ど
、
慢

性
皮
膚
病
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
疾
病
に
効
果
が
あ
る
と
い

う
。
浴
場
は
イ
ン
ド
砂
岩
と

御
影
石
を
使
っ
た
総
石
造

り
。
強
酸
性
の
湯
に
負
け
な

い
素
材
を
採
用
し
て
い
る
。

　
露
天
風
呂
「
石
庭
」
は
白

根
山
の
奥
で
湧
出
す
る
「
白

根
山
万
代
鉱
源
泉
」
。
透
明

で
さ
ら
り
と
し
た
感
触
で
、

な
め
る
と
酸
っ
ぱ
い
味
が
す

る
。
こ
ち
ら
も
切
り
傷
や
糖

尿
病
、
高
血
圧
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
疾
病
に
効
く
と
評
判

だ
。
浴
場
は
情
緒
あ
ふ
れ
る

庭
園
風
の
露
天
風
呂
。
２
種

類
の
湯
の
泉
質
の
違
い
を
楽

し
み
た
い
。

　
▽
群
馬
県
吾
妻
郡
草
津
町

４
１
１
。
☎
０
２
７
９
（
８

８
）０
０
１
１
。http://www

.hotel-ichii.co.jp/

展
望
露
天
風
呂

　
静
岡
県
伊
東
市
宇
佐
美
の

「
伊
豆
・
伊
東
　
金
目
鯛
の

宿
こ
こ
ろ
ね
」
（
岸
本
昭
男

社
長
）
は
、
名
物
の
金
目
鯛

料
理
と
、
海
を
一
望
す
る
天

然
温
泉
掛
け
流
し
の
露
天
風

呂
が
自
慢
の
宿
だ
。

　
館
内
の
一
つ
の
露
天
風
呂

と
二
つ
の
内
風

呂
は
、
全
て
貸

し
切
り
で
の
利

用
。
客
室
６
室

の
規
模
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
業

だ
。
露
天
風
呂

か
ら
は
伊
東
湾

と
と
も
に
、
伊

東
の
市
街
地
を

一
望
。
ぜ
い
た

く
な
空
間
を
心

ゆ
く
ま
で
楽
し

め
る
。
「
最
高

の
眺
望
と
清
々

し
い
風
を
感
じ

て
下
さ
い
」
と
同
館
。

　
温
泉
は
１
５
０
㍍
先
の
源

泉
か
ら
引
い
て
利
用
。
露
天

風
呂
に
は
環
境
保
護
と
衛
生

上
、
洗
い
場
を
設
け
て
お
ら

ず
、
洗
髪
な
ど
は
内
風
呂
を

利
用
し
て
も
ら
う
。
御
影
石

と
岩
の
内
風
呂
は
懐
か
し
さ

を
感
じ
る
昔
な
が
ら
の
ス
タ

イ
ル
。
２
０
０
９
年
に
は
足

湯
も
新
設
し
た
。

　
ご
当
地
名
物
の
極
上
金
目

鯛
を
使
っ
た
煮
付
け
や
し
ゃ

ぶ
し
ゃ
ぶ
は
、
ぜ
ひ
賞
味
し

た
い
逸
品
。

　
宿
泊
予
約
サ
イ
ト
の
「
ア

ワ
ー
ド
」
を
５
年
連
続
で
受

賞
す
る
な
ど
、
顧
客
か
ら
高

い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

　
▽
静
岡
県
伊
東
市
宇
佐
美

３
７
１
３
の

。
☎
０
５
５

７（
４
７
）４
５
４
７
。htt

p://www.cocorone.jp/

展
望
露
天
風
呂

　
神
奈
川
県
箱
根
湯
本
温
泉

の
箱
根
パ
ー
ク
ス
吉
野
（
西

島
庸
吉
社
長
）
は
、
須
雲
川

の
せ
せ
ら
ぎ
と
湯
坂
山
の
彩

に
包
ま
れ
た
温
泉
宿
。
昭
和


年
の
創
業
以
来
、
そ
の
名

（
ラ
テ
ン
語
の
「
Ｐ
Ａ
Ｘ
」

＝
英
語
の「
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ
」）

の
通
り
、
く
つ
ろ
ぎ
と
や
す

ら
ぎ
を
求
め
る
多
く
の
宿
泊

客
を
迎
え
て
き
た
。

　
館
内
の
湯
本
１
号
泉
や
観

音
沢
霊
泉
な
ど
３
本
の
源
泉

か
ら
は
、
肌
に
優
し
く
湯
疲

れ
し
に
く
い
特
徴
の
湯
が
あ

ふ
れ
て
い
る
。
泉
質
は
ペ
ー

ハ
ー
８
・
９
の

ア
ル
カ
リ
性
。

皮
脂
を
溶
か

し
、
角
質
を
軟

化
さ
せ
る
効
果

を
持
つ
〝
美
肌

の
湯
〟
だ
。

　
展
望
露
天
風

呂
付
き
大
浴
場

は
、
地
上

㍍

か
ら
眼
下
に
須

雲
川
の
渓
流
を

眺
め
て
湯
に
浸
か
れ
る
。

　
岩
風
呂
付
き
大
浴
場
は
、

目
の
前
に
広
が
る
湯
坂
山
の

四
季
折
々
の
姿
を
間
近
に
、

自
然
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
湯

浴
み
を
楽
し
め
る
。

　
こ
の

月
３
日
は
、

年

ぶ
り
の
大
改
装
を
経
て
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
。
川
沿

い
の
半
露
天
風
呂
付
き
客
室

を
新
設
。
最
上
階
の
「
Ｓ
Ｐ

Ａ
ゾ
ー
ン
」
に
貸
し
切
り
露

天
風
呂
を
３
室
増
設
し
た
。

「
源
泉
掛
け
流
し
の
大
浴

場
、露
天
風
呂
と
合
わ
せ
て
、

〝
ゆ
っ
た
り
〟
と
お
く
つ
ろ

ぎ
い
た
だ
き
た
い
」
（
同
ホ

テ
ル
）
。

　
▽
神
奈
川
県
足
柄
下
郡
箱

根
町
湯
本
茶
屋
１
３
９
の

５
。
☎
０
４
６
０
（
８
５
）

８
１
１
１
。http://www.pax

-yoshino.com/

臨
川
閣
「
下
留
の
湯
」

　
岐
阜
県
下
呂
温
泉
の
飛
騨

川
沿
い
に
建
つ
温
泉
リ
ゾ
ー

ト
旅
館
、
水
明
館
（
瀧
多
賀

男
社
長
）
。
館
内
は
能
舞
台

や
横
山
大
観
ら
日
本
画
家
の

巨
匠
た
ち
の
作
品
が
飾
ら
れ

た
画
廊
、
情
緒
あ
る
日
本
庭

園
な
ど
、
風
格
と
落
ち
着
き

が
感
じ
ら
れ
る
。

　
同
館
で
は
天
下
の
三
名

泉
、
下
呂
温
泉
を
３
カ
所
の

大
浴
場
で
楽
し
め
る
。

　
敷
地
内
に
あ

る
山
水
閣
、
飛

泉
閣
、
臨
川
閣

の
そ
れ
ぞ
れ
に

大
浴
場
が
あ

り
、
ど
の
棟
に

宿
泊
し
て
も
３

カ
所
と
も
利
用

で
き
る
（
展
望

大
浴
場
の
み


時
間
利
用
可

能
）
。

　
臨
川
閣
の

「
下
留
の
湯
」

は
、
天
井
、
壁
、
柱
ま
で
檜

に
こ
だ
わ
っ
た
ぜ
い
た
く
な

造
り
。
木
の
香
漂
う
浴
場
に

は
、
檜
風
呂
を
は
じ
め
、
高

温
浴
槽
、
低
温
浴
槽
、
サ
ウ

ナ
を
そ
ろ
え
多
彩
な
湯
浴
み

が
楽
し
め
る
。
窓
の
外
に
は

日
本
庭
園
が
広
が
る
情
緒
あ

る
空
間
だ
。

　
飛
泉
閣
９
階
の
「
展
望
大

浴
場
」
は
、
大
き
な
窓
か
ら

下
呂
温
泉
の
街
並
み
や
飛
騨

の
山
々
が
一
望
で
き
る
。

　
山
水
閣
に
あ
る
野
天
風
呂

は
、男
性
用「
龍
神
の
湯
」、

女
性
用
「
観
音
の
湯
」
の
２

カ
所
。
野
趣
あ
ふ
れ
る
岩
風

呂
の
風
情
を
堪
能
で
き
る
。

　
▽
岐
阜
県
下
呂
市
幸
田
１

２
６
８
。
☎
０
５
７
６
（
２

５
）２
８
０
０
。http://www

.suimeikan.co.jp/

男
性
露
天
風
呂
「
朝
凪
」

　
水
平
線
に
沈
む
夕
日
の
美

し
さ
が
感
動
的
な
新
潟
県
瀬

波
温
泉
。
同
温
泉
屈
指
の
名

旅
館
、
夕
映
え
の
宿
汐
美
荘

（
浅
野
謙
一
社
長
）
が
誇
る

温
浴
施
設
が
「
夕
映
え
温
泉

海
道
」
だ
。

　
海
道
の
よ
う

に
海
側
に
面
し

て
設
置
さ
れ
た

温
泉
フ
ロ
ア
の

総
称
で
、
源
泉

の
お
風
呂
、
大

浴
場
露
天
風

呂
、
大
浴
場
な

ど
が
あ
り
、
入

る
の
に
迷
う
ほ

ど
だ
。
た
と
え

ば
、
「
朝
凪
」

は
ひ
の
き
造
り

の
露
天
風
呂

で
、
庭
先
に
は

瀬
波
名
物
の

「
ま
ん
じ
ゅ
う
岩
」
が
ど
っ

し
り
と
構
え
て
い
る
。

　
多
様
な
風
呂
と
季
節
ご
と

に
姿
を
変
え
る
美
し
い
夕
日

の
情
景
、
ま
さ
に
湯
と
夕
日

の
桃
源
郷
が
た
っ
ぷ
り
と
楽

し
め
る
の
が
う
れ
し
い
。

　
温
泉
の
魅
力
を
存
分
に
伝

え
る
の
が「
温
泉
湯
師
」だ
。


度
と
い
う
高
温
の
源
泉
の

管
理
を
行
う
だ
け
で
な
く
、

温
泉
の
う
ん
ち
く
を
語
る

「
語
り
部
」
と
も
な
り
、
話

を
聞
く
だ
け
で
も
楽
し
い
。

　
源
泉
か
け
流
し
露
天
風
呂

付
き
の
客
室
「
Ｔ
ｈ
ｅ
オ
ー

シ
ャ
ン
倶
楽
部
」
は
高
級
感

あ
ふ
れ
、
贅
沢
気
分
を
満
喫

で
き
る
。

　
▽
新
潟
県
村
上
市
瀬
波
温

泉
２
の
９
の

。
☎
０
２
５

４（
５
３
）４
２
８
８
。htt

p://www.shiomiso.co.jp/
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http://www.yakushi-hatago.co.jp/
http://www.hotel-ichii.co.jp/
http://www.pax-yoshino.com/
http://www.cocorone.jp/
http://www.keizan.com/
http://kukuna.jp/
http://www.shiomiso.co.jp/
http://www.suimeikan.co.jp/

